生成AIの理解度チェック（問題と解説）
※ ［　　］を自社の内容に置き換えてください。問題と解説は例です。自社の利用ルールで使ってよいツールや、入力してはいけない情報の例に合わせて直してから使います。法令に触れる解説は、最新の資料で確かめてから使ってください。
1. このチェックの使い方
	項目
	内容

	目的
	［利用を始める前の確認／研修の前後の理解の変化の確認］

	所要時間の目安
	［15分程度］

	回答の方法
	「2. 問題」だけを配り、○×または記号で答えてもらいます。解き終えたら「3. 解答と解説」を配ります。

	合格の条件（決める場合）
	［例：問題2・3・4・6は全問正解］

	問い合わせ先
	［推進の事務局］



2. 問題
問題1〜5は、内容が正しい（適切な）ものには○、誤っている（適切でない）ものには×で答えてください。問題6〜10は、適切なものを1つ選んでください。
	番号
	問題
	回答

	問題1
	生成AIの答えは、もっともらしく書かれていれば事実と考えてよい。
	［　］

	問題2
	顧客の名前と相談の内容を、［社内で認めていないツール］に入力して要約させた。
	［　］

	問題3
	生成AIが示した出典は、実際に開いて内容を確かめてから使う。
	［　］

	問題4
	生成AIで作った画像を広告に使う前に、既存の作品に似ていないかを確かめる。
	［　］

	問題5
	同じ質問をすれば、生成AIは毎回同じ答えを返す。
	［　］

	問題6
	社外に出す提案書の数字を生成AIで作った。使う前にすることとして適切なものは？　ア．そのまま使う　イ．元の資料と見比べて確かめる　ウ．別の生成AIに正しいか聞いて終える
	［　］

	問題7
	生成AIに入力してよいかを判断するときに、まず確かめるものは？　ア．同僚の意見　イ．自社の利用ルールと入力してはいけない情報の一覧　ウ．ツールの画面のデザイン
	［　］

	問題8
	受け取ったファイルやWebページの中に、AIへの指示を紛れ込ませて意図しない動作をさせる攻撃を何と呼ぶ？　ア．プロンプトインジェクション　イ．バックアップ　ウ．多要素認証
	［　］

	問題9
	生成AIの出力に、差別的な表現や偏りが含まれていた。適切な対応は？　ア．そのまま使う　イ．表現を直すか使わない判断をし、気づいた点を推進の事務局に伝える　ウ．気にせず社外に出す
	［　］

	問題10
	うまくいった頼み方（プロンプト）を見つけた。適切な対応は？　ア．自分だけで使う　イ．入力してよい情報の区分と確かめ方を添えて、社内のプロンプト集に申請する　ウ．社外の掲示板に投稿する
	［　］



3. 解答と解説
	番号
	正解
	解説
	自社のルールで確かめたい点

	問題1
	×
	生成AIは、事実と違う内容をもっともらしく答える場合があります（ハルシネーション）。固有名詞・日付・数字は、元の資料と見比べて確かめます。
	出力の確認の手順

	問題2
	×
	個人情報を入力する場合は、取得したときの利用目的の範囲内か、入力した情報が応答以外の目的に使われないかなどを確かめる必要があります。社内のルールで認めたツールと条件にそって使います。
	使ってよいツールと、個人情報を入力できる条件

	問題3
	○
	生成AIが示す出典は、実在しない場合や、内容と合わない場合があります。実際に開いて確かめます。
	出典の確かめ方

	問題4
	○
	文化審議会著作権分科会法制度小委員会の「AIと著作権に関する考え方について」では、生成物の生成・利用が著作権侵害になるかは、AIを使わない場合と同じく、既存の著作物との類似性と依拠性で判断するとされています。使う前に、似たものがないかを確かめます。
	社外に出す画像・文章の確認の手順

	問題5
	×
	生成AIは、同じ質問でも答えが毎回同じとは限りません。大事な用途では、結果を確かめてから使います。
	業務で使う場合の確認の水準

	問題6
	イ
	数字は元の資料と見比べて確かめます。別の生成AIに確かめさせる場合があっても、最後に元の資料で判断するのは人です。
	社外に出す文書の確認者

	問題7
	イ
	入力してよいかは、自社の利用ルールと入力してはいけない情報の一覧で判断します。迷う場合は相談窓口に確かめます。
	相談窓口

	問題8
	ア
	プロンプトインジェクションは、AIへの指示を紛れ込ませて、意図しない動作をさせる攻撃です。社外から受け取った文書やWebページをAIに読ませるときは、出力や動作を確かめます。
	AIに社外の文書を読ませるときの決まり

	問題9
	イ
	出力に偏りや差別的な表現が含まれる場合があります。直すか使わないかを判断し、気づいた点を共有すると、ルールや頼み方の改善につながります。
	報告の窓口

	問題10
	イ
	うまくいった頼み方を共有すると、社内の使いこなしの差が縮まりやすくなります。入力してよい情報の区分と確かめ方を添えて共有します。
	プロンプト集の申請の方法



4. 振り返りの記録
	項目
	内容

	実施日
	［　　］

	対象
	［部署・役割］

	受けた人数
	［　　］

	間違いの多かった問題
	［　　］

	研修やルールに反映すること
	［　　］

	記録した人
	［　　］



AI-Ready.jp（https://www.ai-ready.jp）のひな形｜自社の状況に合わせてご利用ください




